
　
八
幡
小
学
校
は
、
地
域
の
方
々
と
と

も
に
環
境
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
か
ら
、
「
雪
の
高
浜
」
「
越

の
松
原
」
復
活
活
動
を
開
始
し
、
海
岸

清
掃
や
松
の

植
林
活
動
を

行
っ
て
き
ま

し
た
。
10
年

以
上
も
こ
の

活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

現
在
も
地
域

の
方
と
一
緒

に
海
岸
清
掃

を
し
て
、
浜
辺
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま

す
。
松
に
つ
い
て
は
４
年
生
が
マ
ツ
ク

イ
ム
シ
に
よ
る
被
害
に
ど
う
対
応
す
る

の
か
、
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　
八
幡
と
い
え
ば
、
八
幡
イ
モ
と

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
も
有
名
で
す
。
春
、
ム
サ

シ
付
近
か
ら
八
幡
に
ぬ
け
る
沿
道
に
、

ず
ら
り
と
並
ん
だ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
プ

ラ
ン
タ
ー
に
心
和
む
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

栽
培
活
動
も

八
幡
小
学
校

の
児
童
が
か

か
わ
っ
て
い

ま
す
。
八
幡

銀
杏
の
会
の

皆
様
と
一
緒

に
２
千
鉢
の

チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
を
植
え
て

い
ま
す
。
こ

の
活
動
は
８
年
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
年
生
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
使
っ
て
ス

カ
ー
フ
を
染
め
、
毎
年
、
文
化
祭
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
さ
ら
に
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
給
食
の
残
り
を

有
機
肥
料
に
活
用
し
て
八
幡
イ
モ
の
た
い

肥
に
す
る
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
先
般
、
長
い
間
の
地
道
な
取
組
が
実

り
、
八
幡
小
学
校
は
「
佐
渡
環
境
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
と
と
も
に
活

動
し
、
環
境
を
守
る
心
を
育
て
る
と
と
も

に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
に
つ
い
て
、

地
域
の
方
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
「
地
域
と
と
も
に
歩
む

大
好
き
な
学
校
つ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、

地
域
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
両
津
支
所
内
）
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地域の方と松の植林作業

チューリップの球根植え

図１　大理石が含まれる岩体

図２　砂糖粒のような結晶の集まり

　
高
級
石
材
と
し
て
有
名
な
大
理
石
。
世

界
遺
産
で
有
名
な
イ
ン
ド
の
タ
ー
ジ
マ
ハ

ル
は
こ
の
大
理
石
を
惜
し
げ
も
な
く
使
っ

た
豪
華
な
建
物
で
す
。

　
こ
の
大
理
石
、
実
は
佐
渡
島
の
外
海
府

北
部
ジ
オ
サ
イ
ト
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
図
１
）
。

　
そ
も
そ
も
、
大
理
石
と
は
ど
ん
な
石
な

の
で
し
ょ
う
か
？

　
実
は
、
外
海
府
北
部
ジ
オ
サ
イ
ト
で
見

ら
れ
る
大
理
石
は
、
石
灰
岩
の
一
部
が
キ

ラ
キ
ラ
し
た
結
晶
に
変
化
し
た
も
の
な
の

で
す
。
大
理
石
の
事
を
、
結
晶
質
石
灰
岩

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
の
通

り
、
外
海
府
北
部
ジ
オ
サ
イ
ト
で
見
ら
れ

る
大
理
石
は
、

ザ
ラ
メ
（
砂
糖
）

の
粒
の
よ
う
な

結
晶
が
集
ま
っ

た
よ
う
に
見
え

ま
す
（
図
２
）
。

　
石
灰
岩
は
、

セ
メ
ン
ト
の
材

料
に
な
る
石
の

事
で
す
。
私
た

ち
の
骨
や
、
卵

の

殻

と

同

じ

『
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
』
と
い
う

成
分
で
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
貝
殻
や

サ
ン
ゴ
と
同
じ
成
分
で
す
。

　
石
灰
岩
は
、
大
昔
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の

殻
や
骨
格
を
持
つ
生
き
物
が
集
ま
っ
て
で
き

た
石
な
の
で
す
。

　
そ
れ
が
マ
グ
マ
の
熱
な
ど
に
よ
っ
て
、
結

晶
の
粒
が
大
き
く
な
っ
た
も
の
が
、
大
理
石

と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
も
と
も
と
は
同
じ
「
石
灰
岩
」
だ
っ
た
石

が
、
何
の
苦
労
も
な
い
人
生
（
石
生
？
）
を

送
る
と
、
セ
メ
ン
ト
の
材
料
や
線
路
の
敷
石

に
。
し
か
し
、
熱
い
マ
グ
マ
の
熱
に
さ
ら
さ

れ
る
よ
う
な
試
練
を
受
け
る
と
、
高
級
石
材

で
あ
る
「
大
理
石
」
へ
と
変
化
す
る
の
で

す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
⑤

佐
渡
に
も
あ
っ
た
！

高
級
石
材

佐
渡
市
立
八
幡
小
学
校
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